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オクラ　英名：Okra　分類：アオイ科トロロアオイ属の 1～多年生植物
　学名：Abelmoschus esculentus(L.)Moench

・�原産地：アフリカ東北部。
・温度適応性：高温性の作物。
・発芽適温：最適温度 25 ～ 30℃、20℃以下では発芽揃いが悪くなる。
・�生育適温：気温 20 ～ 30℃・地温 20 ～ 25℃。耐暑性は強いが、耐寒性は弱く 10℃以下で生
育が停止、降霜にあうと枯死する。
・光適応性：比較的弱光線にも耐えるが、ハウスなどの栽培ではできるだけ多くの日照が必要。
・�土壌適応性：土壌適応性は広いが、耕土が深く、排水性、有機質に富む土壌が最適。根系
はやや深根性で旺盛な伸長をするので、堆肥の施用は効果が大きく、緩効性肥料の効果が
高い。水湿にも強いので水田転換作に用いられる。
・土壌酸度適応性：やや酸性を好む（pH6.0 ～ 6.8）。
・�花芽分化：発芽後約 45 ～ 50 日で主枝の 4～ 5 節目に着花、開花する。その後は 5～ 8 節
以上の葉えきに単生する。開花は早朝から始まり、午後にはしぼむ。

・作型別栽培方法
（1）�促成栽培：冬場から春先の品薄時期に、ハウスを利用して栽培する作型で、8～ 9月に

育苗し、本葉 2～ 3枚でハウス内に定植する。莢の正常な着果・肥大のためには、暖房
機で加温し、最低 20℃を確保する必要があるため、産地は西南暖地に限られる。

（２）�半促成栽培：露地栽培より早出しを行うため、3～ 4月に直播または育苗し、トンネル
内に移植する作型。低温のため、トンネル被覆を密閉して地温の確保に努め、温度が高
くなるころから換気をしてトンネル内が高温とならないよう注意する。収穫は 6月～降
霜期までである。

（３）�トンネル早熟栽培：春作からの収穫を目指して 2～ 3月に育苗し、ハウスを利用して栽
培する作型。一般的に無加温で栽培するためマルチをして地温を確保し、生育初期には
トンネル被覆して保温に努める。

（４）�露地栽培：沖縄は 1～ 2月、西南暖地では 4月中旬、関東から以北は、降霜期を過ぎた
5月中～下旬から播種する作型。収穫は 6～ 7月以降から降霜期までで、最も出荷量の
多い作型である。


